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ITの発達にともなう 
環境変化への取り組みについて 

新日鉄ソリューションズの 
「強み」について 

 

私どもは新日鉄の情報システム部門を前身として1980

年代に誕生しました。1990年代にかけてITにはオープ

ン化の大きな波が訪れます。私どもは創立当初からこの

新しい市場にチャレンジする戦略により、オープンシステ

ムによる新しいビジネスのあり方を追求してきました。こ

れは現在およびこれからも変わることのない方針です。 

　デジタルネットワーク社会のもとでは、ネットワークを

利用して社会や企業・個人生活に及ぶ広範囲なサービス

が展開されています。この社会ではサービスをどう組み立

てるかが重要な課題となり、私どもは変化するビジネス環

境への対応と支援を、適確かつスピード感を持って、いか

にお客様に提供するかを考えていかなければなりません。 

　一方、1990年代に導入されたシステムはその場の必

要に応じてバラバラに導入されてきたものが多く、全体の

最適化が図られていないケースがほとんどです。デジタ

ルネットワーク社会における安全かつ効率的なシステム

運用を実施していくためには、既存システムの再設計やト

ランスフォーメーションに早急に取り組んでいくことが欠

かせません。 

 

 

 

 

 

 

　何よりも産業分野を重視し、実際の業務経験やノウハ

ウを大切にし続けてきたことです。ITを重装備した製鉄

業のシステムに取り組んできた経験は、個別の技術にと

どまらず企画・構築・運用に至るシステム全般の技術とノ

ウハウの蓄積を私どもにもたらしました。この蓄積は、製

鉄業以外の他産業に対しての業務ソリューションに活か

され、他社には容易に追いつくことのできない当社なら

ではの圧倒的な強みとなっています。 

　また新技術や新スキームを実際のシステムに適用し、

絶えず新しい価値創造にチャレンジしてきたことも私ど

もの強みです。私どもはSOA、グリッドの最新技術を利

用するとともに生産管理から販売・物流までの幅広いソリュー

ションを提供しています。業務を熟知した上で、常に最先
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現場を知り尽くした豊富な業務知見が多くのお客様に信頼される理由。 
新日鉄ソリューションズは、これからもITソリューションの提供を通じ 
お客様の新たな価値創造をサポートしてまいります。 

これからの新日鉄ソリューションズが 
目指すもの 

代表取締役社長 

北川　三雄 （きたがわ みつお） 
1946年生まれ。 
1969年一橋大学経済学部卒業後 
 富士製鐵（現新日本製鐵）入社。 
1978年シカゴ大学経営大学院卒業。 
1995年新素材事業部企画調整部長。 
2000年取締役。 
2003年常務取締役。 
2007年6月新日鉄ソリューションズ 代表取締役社長に就任。 

1988年 
新日鉄情報通信システム（株）（通称ENICOM）発足 
※新日鉄の情報システム部門と 
　日鉄コンピュータシステム（株）が統合 

1986年 
新日鉄EI事業部発足 

2002年10月 
新日鉄軟件（上海）有限公司を設立 
東京証券取引所第一部に株式を上場 

2001年 4月 
新日鉄ソリューションズ（株）発足 
※新日鉄EI事業部とENICOMが事業統合 

2005年 4月 
NSSLCサービス（株）を設立 

（2000年） 
インターネット、 

Webシステムの急速な普及 

（2005年） 
Web2.0、サービス時代
（SOA、SaaS）の幕開け 

（2001年） 
Linuxの普及 

（1995年～） 
クライアントサーバ方式の普及 

（1990年代初頭） 
パソコンの普及 

（～1990年） 
メインフレーム全盛期 

60年代 

70年代 

1980年代 

1990年代 

2000

2001-2003

2004～ 

製造業向けノウハウの確立 

製鉄システムの確立・展開（ルーツ） 

データベースソリューション、金融ソリューション 
製造業向けソリューションによる事業展開 

統合ソリューション、 
グローバルソリューションへの拡大 

コーポレートITパートナー 
SLCトータルソリューションの展開 

PLM・ERP・SCMの 
トッププロバイダーの地位を確立 

端のソリューションによりお客様の真の課題解決をサポー

トし続ける、これこそが私どもが多くのお客様から高い評

価をいただいている理由です。 

 

 

 

 

 

 

　サービスを含むアプリケーションと基盤そしてシステ

ムの運用・保守にわたる全領域をさらに緊密に一体化し、

システム全体の最適化をより強力に支援していきます。

また、コンサルティングを強化しビジネスシステムのトラ

ンスフォーメーションが確実に提供できるメニューをこ

れまで以上に整えていきます。製鉄業でチャレンジし、実

証された新しい技術を他産業へとフィードバックする仕

組みはこれからも変わりません。「デジタルネットワーク

社会の本格化」という時代の要請に応え、私どもは常に

お客様の新たな価値創造のために実効性ある柔軟なソリュー

ションを提供していきます。 

グローバル展開 




